
＜討論＞ 

公明党の藤浪清司です。 

私は、公明党を代表して、全議案に賛成の立場で討論させて頂きます。 

 

まず、議案第 75 号「平成２８年度鈴鹿市一般会計補正予算（第３号）」と、議

案第 76号「鈴鹿市職員給与条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条例の

一部改正について」、意見を申し述べます。 

 

財政状況は依然厳しいものの、自公安定政権のもと、景気は確実に回復傾向に

あり、地方においても雇用の改善、賃金の上昇などが進み、税収が増える環境も

整いつつあります。 

この議案は、人事院勧告に基づいた国家公務員の期末手当等の改訂に準じたも

のでもあり、反対すべきものではないと、我々は結論付けました。 

 

しかしながら、財政状況が厳しいことを理由に、市民の安全安心への予算、教

育環境改善のための予算が十分ではない状況で、行財政改革の取組みが不十分で

あり、自らに甘い体質の改善を求める意見を申し添えた上で、賛成を致します。 

 

特別職である、市長、副市長及び、市議会議員については、特別職報酬等審議

会から、期末手当の改定について、0.1 月の引き上げの答申があったものの、財政

状況が厳しいとのことで、今回は自主的に見送り、据え置いたことは、正しい判

断であったと思います。 

鈴鹿市の財政は、平成 27 年度決算では、個人市民税は前年度比 2.5％増加した



ものの、税率改定による軽自動車税の増加を除き、法人市民税が前年度比 17％減

少するなど税収は軒並み減少傾向にあり、依然として厳しい財政状況が続いてお

ります。 

 

しかし、公債費に充当された一般財源等の歳入に占める割合で、財政の硬直性

を表わす指標である「公債費負担比率」は 11.2％で、平成 24年度から３期連続

で減少し、改善傾向にあります。 

 

経常一般財源比率も、97.2％で、地方消費税交付金の収入が増加したため、前

年度に比べて 2.8％増加しています。 

 

その中で、平成 27年度の義務的経費比率は、人件費が増加し、前年度に比べて

1.9％の増加となっております。 

 

国家公務員と地方公務員の基本給与額を比較する指数である「ラスパイレス指

数」は、平成27年度で、一般市の全国平均が98.7、全ての地方公共団体平均で 99.0

に対して、本市は 101.6 と、全国平均に比べて高い状況であり、鈴鹿市の職員

は恵まれた環境にあるといえます。 

国の人事院勧告と連動して引き上げることには反対しませんが、財政状況が厳

しい中、平成 24 年度から 27 年度に実施した「行財政改革アクションプラン」の

効果額目標も、7億 8398万 1千円に対して、実績は 5億 4606万 9千円で、達成

度は７割に届いておらず、26 の詳細取組みについては、半分しか達成できていな

いなど、行財政改革の取組みの成果が上がっておらず、幹部職員、管理職は、こ



のことに対する責任を痛感すべきであります。 

 

目標未達成部門の管理職は大いに反省すべきであり、本来、管理職も含め一律

に引き上げることには、もろ手を挙げて賛成しにくい心境ではあります。 

 

道路などの改善や、雨水対策など、市民の安全に関わる要望や教育環境を改善

するための要望に対して、枕詞のように「財政状況が厳しきおり」と繰り返し、

要望に応えていない現状であり、国民健康保険税の引き上げなど、市民負担が増

加する中での引き上げは、市民の理解が得にくいのも事実です。 

 

今回の補正予算で、一般職の期末勤勉手当、地域手当などの財源 7800 万円を、

市民税の歳入予算に計上していますが、この財源も、平成 28年度の年間総時間外

勤務を過去５年で最少の時間数に設定し、前年度比年間 32000 時間の削減を目標

に取り組むことで、効果額 8640万円を見込んでおり、これによって財源の確保が

可能になりますので、進捗を見守りたいと思います。 

 

全国他市町と比べても、また県内各市と比べても、本市の財政状況はそれほど

厳しい状態ではなく、安易に「財政状況が厳しい」との理由で、市民の安全安心

につながる要望に応えない姿勢を改め、今後、行財政改革の目標達成への取組み

と、業務の効率化、無駄の排除、歳入確保への更なる努力を求める意見を申し添

え、今回は賛成を致します。 

 

モチベーションを上げて、市民第一の姿勢で、市民サービスに努めることを期



待致します。 

 

次に、議案第 70号「鈴鹿市防犯カメラの設置及び運用に関する条例の制定につ

いて」は、個人情報保護に配慮した上で、犯罪の事前防止効果が上がるよう、適

正な管理運用を期待し、賛成致します。 

 

議案第 74号「工事請負契約について」は、鈴鹿市民会館のつり天井改修と、椅

子の改修など、市民の安全と使い易さにつながるものであり、賛成致します。 

 

この工事には、固形アスベスト除去工事が含まれており、安全の確保の確認を

十分行う必要がありますので、何よりも安全第一で工事を進めて頂きたいと思い

ます。 

 

議案第 68 号「平成２８年度鈴鹿市一般会計補正予算（第２号）」についても、

障がい児通所支援事業費と各種がん検診の不足分を補うほか、「臨時福祉給付金給

付費」とその執行に必要な事務費が計上されており、賛成致します。 

 

「臨時福祉給付金」については、申請漏れがないよう、親切丁寧な案内に努めて

頂きたいと思います。 

 

その他の議案についても、特に異論なく賛成を致します。 

 

以上で、公明党を代表しての賛成討論を終わります。 


